
  

例
年
に
な
い
暑
さ
が
続
い
て
い
る
今
年
・・
・ 

９
月
に
入
っ
て
も
、
秋
の
気
配
を
感
じ
る
事
も

な
く
、
今
後
も
日
中
は
、
し
ば
ら
く
気
温
が
高

い
日
が
続
き
そ
う
で
す
。
暑
さ
の
中
で
気
に
な

る
の
は
、や
は
り
熱
中
症
。 

 
 

熱
中
症
は
屋
外
で
の
作
業
中
だ
け
で
な
く

屋
内
の
日
常
生
活
中
で
も
か
か
り
ま
す
。
特

に
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
の
発
表
時
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。
熱
中
症
で
救
急
車
で
運

ば
れ
た
り
、
亡
く
な
る
危
険
性
も
あ
る
怖
い

病
気
。油
断
は
大
敵
で
す
！ 

 
 

熱
中
症
は
高
温
な
ど
の
〝
環
境
〟
、
体
調
不

良
な
ど
の
〝
か
ら
だ
〟、
激
し
い
運
動
な
ど
の 

〝
行
動
〟の
要
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
も
十
分
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

    

～
熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
～ 

◆
暑
さ
を
避
け
る
、
身
を
守
る 

 

◦
涼
し
い
服
装
を
心
が
け
る 

 

◦
屋
外
で
は
日
陰
を
利
用
、屋
内
で
は
エ
ア 

   

コ
ン
な
ど
を
利
用 

 

◦
日
傘
や
帽
子
で
暑
さ
を
避
け
る 

◆
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る 

 

◦
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
定
期
的
に 

   

水
分
を
補
給
す
る 

 

◦
水
分
だ
け
で
な
く
、
塩
分 

   

補
給
も
忘
れ
ず
に 

《
長
崎
県
雲
仙
市
か
ら
視
察
研
修
》 

 

雲
仙
市
の
最
南
端
、
南
串
山
町
の
自
治

会
長
の
皆
さ
ん
が
７
月 

日
に
中
津
江
村

を
訪
問
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
で
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が
低
下
す
る
現
状
の

中
、
む
ら
づ
く
り
役
場
の
取
組
み
を
参
考

に
し
た
い
と
研
修
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 

人
口
約
三
千
人
、 

の
自
治
会
で
組
織

さ
れ
て
い
る
南
串
山
町
。
高
齢
化
率
は

約 

％
で
自
治
会
組
織
運
営
の
困
難
さ
な

ど
、
中
津
江
と
共
通
す
る
話
題
も
多
く
、
熱

心
に
質
疑
を
さ
れ
る
姿
勢
が
印
象
的
で
し

た
。
対
応
し
た
高
木
会
長
は
じ
め
、
私
た
ち

も
「
み
ん
な
が
主
役
の
む
ら
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
様
々
な
活
動
を
振
り
返
る
、

良
い
機
会
の
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

い
ろ
ん
な
所
で
住
民
自
治
の
話
を…

 

《
地
方
自
治
研
究
大
会
で
講
演
》 

 

７
月 

日
、
天
瀬
町
で
県
内
の
自
治
体

職
員
を
対
象
に
自
治
研
究
会
が
開
催
さ

れ
、
地
域
活
性
化
を
議
題
と
す
る
分
科
会

の
中
で
「
む
ら
づ
く
り
役
場
」
の
活
動
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

地
方
自
治
の
最
前
線
に
い
る
職
員
の

皆
さ
ん
は
、
過
疎
高
齢
化
の 

最
前
線
、
中
津
江
村
で
行
わ 

れ
て
い
る
取
組
み
を
聞
い
て
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
の
思
い 

を
強
め
た
よ
う
で
し
た
。 

《
市
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
》 

 

市
議
会
の
「
総
務
環
境
委
員
会
」
が
実

施
し
て
い
る
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換

会
が
８
月
７
日
、
中
津
江
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
会
に
所
属
す
る
７
名
の
議
員

が
、
住
民
自
治
組
織
の
現
状
と
課
題
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
参
加
し
た
む
ら
づ
く
り
役

場
の
委
員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

委
員
か
ら
は
、
地
域
の
厳 

 
 

 
 

 
 

し
い
現
状
へ
の
理
解
を
訴 

 
 

 
 

 
 

え
た
り
、
新
た
な
施
策
の
提 

 
 

 
 

 
 

案
を
行
っ
た
り
と
、
様
々 

 
 

 
 

 
 

な
意
見
や
要
望
が
議
員
へ 

 
 

 
 

 
 

と
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

今
後
の
展
開
に
期
待
し
た 

 
 

 
 

 
 

い
と
思
い
ま
す
。 
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📞５４－３２００ 

熱
中
症
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

24 

22 

40 

27 

雲仙市から 10名来村 

地域活性化とは？ 

自治組織への理解を！ 



～住み慣れた地域で安心して暮らしていくには…～ 

地域医療(福祉)のこれからについて話しています 

  

体を動かすことが好きで、 
サッカーやバスケなど同級生 
と一緒に遊び、学校生活を楽 
しんでいる愛莉さん。 
得意な学科は体育と図 
工。夏休みの工作は手作り 
のミニドレッサーで、出来栄えもバッチリ(̂ ^♪ 
友達とはオンラインゲームや色んなお喋りをする
そうで、夏休みに家族で遊びに行ったり、おばあち
ゃんちに泊まったことを楽しそうに話してくれま
した。人前に出ることは苦手だそうですが
YouTubeでダンスを見ていて、将来はダンサーに
なりたい夢もあるとか。自然が多くて学年の違う友
達とも遊べる津江が好きな愛莉さん。お母さんから
…これからも愛莉らしく元気に過ごしてね… 

◆９月 14日(土)～16日(月) 
 ～各自治会主催の「敬老会」（5年ぶり開催） 
◆9月 19日(木)～24日(火) 6日間 
 ～西日本陶磁器フェスタ in北九州 
 *中津江村から観光 PRや商品販売で出展！ 
◆9月 21日(土) 
 ～津江小中学校「秋季大運動会」 
◆9月 27日(金) 
 ～バスの日イベント「公共交通バスツアー」 
◆9月 28日(土) 
 ～第 22回「月いちバザール」 
     16：00から 振興局前芝生広場 
◆10月 6日(日) 
 ～鯛生金山まつり  
＊近隣でも 
◆9月 21日(土)～22日(日) 
 ～八女のまつり（福島八幡宮境内） 

  懇談会では「同じ介護保険料を払っているの

に、周辺地では受けられるサービスに格差があ

る」といった意見や、人材が不足する中で「どこま

で対応が可能なのか、住民側にも選択が求めら

れるのでは」など真剣な討議が行われています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 井上愛莉（あいり）さん 
  津江小学校 ６年生 

  
6 人兄姉の 4 女としてお生まれになったカズ子さ
ん。父の勧めで27歳でご結婚されたとき、日記に
『日本一の幸せな人生にする』と書いて自分で笑っ
てしまったそうですが、80歳で御主人を亡くすま
で１度もケンカが無かったとのこと！小学校の時
はB29が低空飛行して怖かった事や遠足や林間学
校が楽しかった事を、若い頃は日田市内で洋裁と和
裁を学んでいて、昭和28年の大水害時に日田から丸
1日かけて歩いて家に帰った事など、苦労話も含め  
        沢山の思い出話をお聞きしました。 
         友達と会ったり、一緒に食事をし 
         たり、今が一番幸せと感じるそう 
         です。野菜作りが大好きで、特に 
         収穫時期の楽しさは格別。何でも 
         1人で出来るカズ子さん！年齢の 
         重ね方が本当に素敵です。 

 地域のお宝！ 
今月の若ぇ～し・・・ 

 地域のお宝！ 
今月のご長寿さん・・・ 

猪野カズ子さん 
 (丸蔵）９0歳 
昭和８年生まれ 

  つれづれ  
昨年も聞いたことのあるフレーズ、”例年に
ない暑さ”。今年は「猛暑日の連続日数を更
新」だとか「6 月史上最も暑かった記録を超
える」とか…来年も新たな言葉が生まれるの
だろうか。昔は扇風機だけで過ごせた夏も、
亡くなった母の熱中症を機に後付けしたエア
コンに助けられている。暑さとともに雑草との
闘いに明け暮れている皆さんも多いことだろう。
帰宅する道路脇に目を向けると…「え～っ、先週切
ったばかりやろ！」すでに 20 センチ近く伸び
ている。使いたくない言葉だが(笑)歳のせい
か効率も悪い上に体力も減退して、2 時間も
あれば終わっていた畑の草刈りが半日やって
も終わらない。しょうがない、また明日！と
自分に言い聞かせ、喉を潤すプルタブに手を
かけると…『アルコールは水分補給にならな
いのよ！髪の毛も雑草くらい早く伸びると良
いのにねぇ』隣からも聞きなれたフレーズが。 
今シーズンの草刈りは、あと何回かなぁ。涼
しくなったら水分補給は熱燗にしよう。（英） 

懇談会の様子   私たちの暮らしに不可欠な医療や福祉。これらを過疎
地域に暮らす住民目線で考えていこうと、5 月から懇談
会を行っています。8月に実施した第2回目は部会員を
中心に市議会議員も招き、市営の上津江診療所の受診
状況から見えることについて意見交換を行いました。 
  受診者の数や年齢層、病気やケガの受診内容など利
用している患者側の状況に加え、支え手となる医師や看
護師等の勤務状況にも触れました。 
  社会資源に限りのある津江地域。市営の医療機関は
私たちの命を守る貴重な存在のひとつです。今後は課
題を整理し、必要なことを関係機関に伝えていく必要性
を確認した懇談会となりました。 


